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序章 はじめに 

 

１ 計画作成の背景と目的 

長
なが

野
の

市は、山梨
やまなし

県・埼玉
さいたま

県・長野県にまたがる甲
こ

武
ぶ

信ヶ岳
し が た け

から発し日本海へと流

れる日本一長い千曲
ち く ま

川
がわ

と、北アルプスの槍ヶ岳
や り が た け

を源とする犀川
さいがわ

が合流する長野盆地

に位置する。この二大河川によって肥沃な土壌が運ばれる平地と、それを取り囲む

山々からなる本市は、多様な自然環境に応じた暮らしの中で、多様な文化をはぐく

んできた。 

「遠くとも一度は参れ善
ぜん

光
こう

寺
じ

」と言われ、全国から参詣者を集める善光寺とその

門前町や、古来より山岳信仰の地として修行者、参詣者を集め、近年ではパワース

ポットとして注目される戸隠
とがくし

山
やま

と戸隠神社、戦国大名上杉
うえすぎ

謙
けん

信
しん

と武田
た け だ

信
しん

玄
げん

が戦いを

繰り広げた川中島
かわなかじま

古戦場、川中島の戦いで武田方の拠点として築かれた海津
か い づ

城
じょう

（松代
まつしろ

城
じょう

）から始まり、江戸時代真田十万石の城下町として栄えた松代は、それぞ

れ地域の文化財を活かした魅力ある地域づくりにより、国内外から多くの観光客を

迎え、その数は年間１千万人にものぼる。 

しかしながら、少子高齢化や社会構造の変化による地域コミュニティの弱体化、

地震や水害、火災などの災害、新型コロナウイルスの感染拡大など、文化財を取り

巻く状況は厳しいものとなっている。市指定の無形の民俗文化財の中には、地域コ

ミュニティの弱体化によって祭りの維持が困難となり、指定解除となったものさえ

ある。さらに未指定の文化財については、その価値が認識されないまま失われるこ

とも懸念される。また、災害による文化財の喪失は地域のアイデンティティや誇り

の喪失にもつながっていく。令和元(2019)年東日本台風による千曲川沿いの水害に

よる文化財の被災は記憶に新しい。 

このように、文化財を取り巻く状況は厳しいが、その中にあって地域の文化財

を掘り起こし、地域の魅力作りに繋
つな

げようと活動している団体も市内各所に存在し

ている。本計画は、このような団体と連携しながら、地域の文化財を積極的に見出

し、その魅力を多くの市民と共有し、文化財を活かした賑
にぎ

わいのある地域づくりに

つなげることで、文化財が後代へ継承されるよう保存・活用の取り組みを進めるこ

とを目的として作成するものである。 
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２ 目指す将来像 

 

 

 本市は、大地のダイナミックな活動により形成された長野盆地とそれを取り囲む

多数の山岳の上に成り立ち、2,000m 以上もある標高差の中で生み出される多様な

自然環境の中に置かれている。また社会的には、善光寺の門前町をはじめ、松代、

戸隠といった成り立ちや歴史、性格の異なる地域がつながりながら発展してきた。

歴史的背景や性格が異なる地域性や、起伏にとんだ地形に合わせて営まれてきた生

活の積み重ねは、多様な文化を生み出し、それが「長野らしさ」を形成している。 

またこの「長野らしさ」は、第五次長野市総合計画の中で「長野市の強み」の

一つとして記載される「長野市らしさ」を構成する「豊かな自然」及び、「独自の

歴史・文化」の内容と共通するものである。 

文化財は本市の多様な歴史文化を表し、後世へ伝えるための大切なモノやコト

である。本計画は市内に残るこのような文化財の保存と活用を通じて、その価値と

魅力を一人でも多くの市民と共有し、大切に使いながら将来に継承していく取組を

行うことで、市民にも来訪者にも魅力のある「長野らしさ」を伝える文化財を活か

した歴史文化都市を目指すものである。 

 

本計画で提示する「長野らしさ」のイメージ図（詳細は第 3 章、第 5 章に記載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「長野らしさ」を伝える文化財を活かした歴史文化都市 
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３ 計画の位置づけ（関連計画） 

本計画は、文化財保護法第 183 条の３に基づき「市町村の区域における文化財

の保存及び活用に関する総合的な計画」として作成したものである。また、本市の

上位計画である「第五次長野市総合計画」の教育分野の政策「魅力あふれる文化の

創造と継承」および、「第五次長野市総合計画」の教育分野の計画である「第三次

長野市教育振興基本計画」の基本施策「魅力あふれる歴史文化遺産の保存と活用」

の中に位置づき、文化芸術、生涯学習、まちづくり、景観、観光など、本市の諸計

画と連携を図るものである。 

また、「長野市歴史的風致維持向上計画」とは、文化財保護法第 183 条の３第４

項に基づき調和を保つものである。 
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４ 計画期間 

 

 

計画期間は、本市の最上位計画となる「第五次長野市総合計画」（平成 29 年度－ 

令和８年度）の改定時期を見通し、次期総合計画との整合を図るため、令和６

(2024)年度から令和 13(2031)年度までの８年計画とし、次期総合計画策定の際に

は、総合計画の内容に応じて適宜見直しを図っていく。 

なお、見直しにあたって以下に掲げる変更については、文化庁長官の変更の認定 

を受ける。 

・計画期間の変更 

・市町村の区域内に存する文化財の保存に影響を及ぼすおそれのある変更 

・地域計画の実施に支障が生じるおそれのある変更 

上記以外の軽微な変更については、変更内容について長野県及び文化庁へ情報提 

供する。 

 

５ 計画作成の体制・経過 

本計画の作成にあたっては、文化財保護法第 183 条の９第１項の規定により組織

した長野市文化財保存活用地域計画協議会で調査、審議を行い、長野市地方文化財

保護審議会から意見を聴取した。また、パブリックコメント等による市民からの意

見を踏まえた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 計画作成の体制 

本計画の計画期間は、令和６(2024)年度から令和 13(2031)年度までの８年間とする。 
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６ 計画の対象及び用語の定義 

本計画で対象とする文化財は、指定・未指定に関わらず市内に所在する次世代

に継承すべき全ての文化財である。本計画で用いる用語のうち、「文化財」と「文

化財の周辺環境」については、以下のように定義した上で使用する。 

 

文化財 

本計画でいう「文化財」とは、文化財保護法第２条に規定されるもので、有形文

化財（建造物、絵画、彫刻、工芸品、書跡・典籍、古文書、並びに考古資料及びそ

の他の学術上価値の高い歴史資料）・無形文化財（演劇、音楽、工芸技術等）・民俗

文化財（衣食住、生業、信仰、年中行事等に関する風俗習慣、民俗芸能、民俗技術

及びこれらに用いられる衣服、家屋、その他の物件）・記念物（貝塚・古墳、都城

跡、城跡、旧宅、庭園、橋 梁
きょうりょう

、渓谷、海浜、山岳その他の名勝地並びに動物、植

物、地質鉱物）・文化的景観（棚田、里山、用水路等）・伝統的建造物群（宿場町、

城下町、農漁村等）を指す。また、文化財保護法で保護の対象とされている埋蔵文

化財・保存技術も「文化財」に含めている。 

「文化財」の中には、国、県、市が指定、選択、選定、登録することにより行政

による保護措置が講じられている指定等文化財と、地域の特徴をあらわしているも

のであっても行政による保護措置が講じられてこなかった未指定文化財があるが、

本計画での「文化財」は、指定・未指定全てを包括したものである。 

 

文化財の周辺環境 

本計画でいう「文化財の周辺環境」とは、対象の文化財が置かれている自然環

境や周囲の景観、文化財を支える人々の活動等、対象となる文化財を取り巻き、相

互に影響を与える事柄を指す。 

 


